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■本体寸法図

●インターホン部 ●ポスト部

モデルノプラスエフ2B

モデルノプラスエフ1B



CD管インターホン用電線ケーブル

LED用照明コード（照明付タイプ）

モルタル充填
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CD管インターホン用電線ケーブル

LED用照明コード（照明付タイプ）
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■本体の取付
①CD管を引きながら、本体とブロックを水平器で水平を確認しながら積みます。

②鉄筋を通した穴にモルタルを充填します。

③本体を縦筋の上端より挿入し、指定位置に固定します。

④本体を指定の位置(ブロック前面に本体化粧面をそろえる)にセットし隙間にモルタルを充填します。

⑤横筋を縦筋に固定し、本体の上にブロックを積みます。

※現地手配

●取付例

※現地手配

モデルノプラスエフ1B モデルノプラスエフ2B

●取付例

本体

本体



ご注意

モルタル又はタイル仕上面は、化粧プレート面

に合わせてください。

化粧プレートが飛び出るとケガの恐れがあります。

ご注意

ご注意

モデルノプラスエフ1B

モデルノプラスエフ2B
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15
D120:120
D150:150 15

D120:150
D150:180

上部化粧プレート面

本体化粧面

下部化粧プレート面

ブロック前面

モルタル仕上面
又は

タイル仕上面

15
D120:120
D150:150 15

D120:150
D150:180

上部化粧プレート面

本体化粧面

下部化粧プレート面

下部スペーサー

ブロック前面

モルタル仕上面
又は

タイル仕上面

トレー

トレー

郵便物をぬらさないようにする為、
必ずトレーを入れてください。
・取り出し口用扉を開き、トレーを取り付けてください。
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取り出し口用扉

トレー

スプリングワッシャーM4

本体

十字穴付き
トラス小ネジM4×8

D120:120
D150:150

上部化粧プレート面

本体化粧面

下部化粧プレート面

穴

段差

下部スペーサー

ブロック前面

タイル仕上面

②②

①④

③
防水アルミテープ

タイル仕上げなどで厚みが必要な場合

ご注意

①取り出し口用扉を開き、トレーを取り外します。

②十字穴付きトラス小ネジM4×8とスプリングワッシャーM4を取り

外し、下部スペーサーを本体から取りのぞきます。

③雨水侵入防止の為、段差や穴にすき間が無いように防水アルミテ

ープを密着させて貼ってください。

④トレーを戻します。

①

モデルノプラスエフ2B

ご注意

雨水侵入防止の為、段差や穴にすき間が無い

ように防水アルミテープを密着させて貼って

ください。



インターホン受け

六角穴付ボルトM4×10

六角穴付ボルトM4×10

本体

左右±5mm調整可

六角穴付
ボタンボルトM4×10

前面 背面

インターホン受け

本体

インターホン受け金具

インターホン子機本体

インターホン受け

φ5×15長穴

フランジ付き六角ナット：M4

インターホン取付枠

インターホン子機付属ビス

インターホン用弱電線

トラス小ネジ：M4×10　

6×15長穴

上側

下側

φ30

背面カバー

上下±5mm　 調整可

※現地手配

55

5
5 5

内側の穴２ヶ所か、外側の穴２ヶ所の
どちらかをご使用ください。

※

6

ご注意

●結線後必ず絶縁処理を施してください。

●カメラ付インターホンの場合は取付高さに

　注意してください。

(取付高さはGLより機器中心まで約1,150mm)

●本体にホース等で直接水をかけないでくだ

　さい。インターホンの故障の原因となりま

　す。

ご注意

●インターホンは各社製品に概ね対応可能な

　設計になっております。ご確認の際は製品

　寸法・開口・取付ピッチを参考にしてくだ

　さい。カメラレンズを妨げないようにご注

　意ください。

●子機の機種によって取付できない場合があ

　ります。事前にお問い合わせください。

　レンズ・マイク・操作ボタンがセンタータ

　イプをご使用ください。

■インターホンの取付(別途品)

■背面カバーの取付
背面カバーを六角棒レンチを使って六角穴付ボ

タンボルトで取付けてください。

①インターホン取付枠をインターホン受けに取

　り付けてください。(インターホン受けの上下

　方向に注意してください)取付枠は状況により

　上下各5mm移動可

②CD管からの配線(※現地手配)をインターホン

　子機に結線してください。

③インターホン子機本体を取付枠に取付けてく

　ださい。

④インターホン子機本体の奥行により(5mm間隔

　で調整可能)インターホン受けを適切な長穴

　位置で六角穴付ボルトM4×10で上下各２ヶ所

　に取付けてください。インターホン受けは状

　況により左右各5mm移動可
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